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１．活動の目的 

 オンライン診療の適切な普及のための、啓発・臨床研究・事例集積と経験交流の活動を行う。 

２．令和 5（2023）年度活動実績と成果 

地域医療、高度先進医療の各領域で各分科会メンバーが、講演、研究、論文発表など、遠隔医療

とオンライン診療の適切な普及のための活動を展開した。 
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３．令和 5（2023）年度活動計画 

オンライン診療の適切な普及のため、事例検討・経験の交換・エビデンス構築などを国内外でおこ

なう。 


